
 
  



 



列王記下 2:1-15 
主が嵐を起こしてエリヤを天に上げられたときのことである。エリ

ヤはエリシャを連れてギルガルを出た。エリヤはエリシャに、「主

はわたしをベテルにまでお遣わしになるが、あなたはここにとどま

っていなさい」と言った。しかしエリシャは、「主は生きておら

れ、あなた御自身も生きておられます。わたしはあなたを離れませ

ん」と答えたので、二人はベテルに下って行った。ベテルの預言者

の仲間たちがエリシャのもとに出て来て、「主が今日、あなたの主

人をあなたから取り去ろうとなさっているのを知っていますか」と

問うと、エリシャは、「わたしも知っています。黙っていてくださ

い」と答えた。エリヤは、「エリシャよ、主はわたしをエリコへお

遣わしになるが、あなたはここにとどまっていなさい」と言った。

しかしエリシャは、「主は生きておられ、あなた御自身も生きてお

られます。わたしはあなたを離れません」と答えたので、二人はエ

リコに来た。エリコの預言者の仲間たちがエリシャに近づいて、

「主が今日、あなたの主人をあなたから取り去ろうとなさっている

のを知っていますか」と問うと、エリシャは、「わたしも知ってい

ます。黙っていてください」と答えた。エリヤはエリシャに、「主

はわたしをヨルダンへお遣わしになるが、あなたはここにとどまっ

ていなさい」と言った。しかしエリシャは、「主は生きておられ、

あなた御自身も生きておられます。わたしはあなたを離れません」

と答えたので、彼らは二人で出かけて行った。預言者の仲間五十人

もついて行った。彼らは、ヨルダンのほとりに立ち止まったエリヤ

とエリシャを前にして、遠く離れて立ち止まった。エリヤが外套を

脱いで丸め、それで水を打つと、水が左右に分かれたので、彼ら二

人は乾いた土の上を渡って行った。渡り終わると、エリヤはエリシ

ャに言った。「わたしがあなたのもとから取り去られる前に、あな

たのために何をしようか。何なりと願いなさい。」エリシャは、

「あなたの霊の二つの分をわたしに受け継がせてください」と言っ

た。エリヤは言った。「あなたはむずかしい願いをする。わたしが

あなたのもとから取り去られるのをあなたが見れば、願いはかなえ

られる。もし見なければ、願いはかなえられない。」彼らが話しな

がら歩き続けていると、見よ、火の戦車が火の馬に引かれて現れ、

二人の間を分けた。エリヤは嵐の中を天に上って行った。エリシャ



はこれを見て、「わが父よ、わが父よ、イスラエルの戦車よ、その

騎兵よ」と叫んだが、もうエリヤは見えなかった。エリシャは自分

の衣をつかんで二つに引き裂いた。エリヤの着ていた外套が落ちて

来たので、彼はそれを拾い、ヨルダンの岸辺に引き返して立ち、落

ちて来たエリヤの外套を取って、それで水を打ち、「エリヤの神、

主はどこにおられますか」と言った。エリシャが水を打つと、水は

左右に分かれ、彼は渡ることができた。エリコの預言者の仲間たち

は目の前で彼を見て、「エリヤの霊がエリシャの上にとどまってい

る」と言い、彼を迎えに行って、その前で地にひれ伏した。 

ヨハネによる福音書 16:25-33 
「ファリサイ派の人々は、群衆がイエスについてこのようにささや

いているのを耳にした。祭司長たちとファリサイ派の人々は、イエ

スを捕らえるために下役たちを遣わした。そこで、イエスは言われ

た。「今しばらく、わたしはあなたたちと共にいる。それから、自

分をお遣わしになった方のもとへ帰る。あなたたちは、わたしを捜

しても、見つけることがない。わたしのいる所に、あなたたちは来

ることができない。」すると、ユダヤ人たちが互いに言った。「わ

たしたちが見つけることはないとは、いったい、どこへ行くつもり

だろう。ギリシア人の間に離散しているユダヤ人のところへ行っ

て、ギリシア人に教えるとでもいうのか。『あなたたちは、わたし

を捜しても、見つけることがない。わたしのいる所に、あなたたち

は来ることができない』と彼は言ったが、その言葉はどういう意味

なのか。」祭りが最も盛大に祝われる終わりの日に、イエスは立ち

上がって大声で言われた。「渇いている人はだれでも、わたしのと

ころに来て飲みなさい。わたしを信じる者は、聖書に書いてあると

おり、その人の内から生きた水が川となって流れ出るようにな

る。」イエスは、御自分を信じる人々が受けようとしている”霊”

について言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなか

ったので、”霊”がまだ降っていなかったからである。 

  



  



  



  



  


